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皆様の素晴らしい熱意、ご協力のおかげで、

ICI 2010 登録者が 4,000 人を超えました！ 

 

会議前日の Immunology Update 教育コースも

予約が一杯、8 月 26 日（木）の Official Party

も既に予約が一杯です。 

この勢いだと、総参加者は 5,500 人を超えるか

もしれません。とても嬉しいことです。 

 

なお、26 日の Official Party の切符を買えなかった方々にお知らせします。Official Party と

同じ時間に、クルーズが発着する埠頭で Meriken Park Party が行われ、これは予約なしに

参加できます。ディスクジョッキー、国内の免疫研究者有志によるバンド、阿波踊りの「連」

の出演などがあります。神戸湾クルーズが埠頭に戻る夜 9 時半ごろには、花火とイルミネ

ーションによる「光」のエンターテインメントがあります。皆さん、是非、ふるってご参

加下さい。 

 

以下に、現在の会議の準備状況をお知らせします。 

 

 ポスター発表、口頭発表演題が決まり、既にその結果が各抄録提出者のもとに通知さ

れています。万が一、抄録提出者の方で、何も連絡が無い場合には、急いで事務局に

ご連絡下さい。 

 ポスター発表の方にご注意いただきたいのは、ワークショップは月～金まで 5 日間行

われますが、ポスター発表は月～木の４日間です。従って、一部のポスターは所属ワ

ークショップとは異なる日に掲示されることになります。本号の最後にポスターセッ

ションの日割りを示しますので、ご覧下さい。 

 現在、殆ど最終の形に近いプログラム原稿が出来あがりました。抄録集は冊子体とダ

ウンロード版が作成されます。これとは別に、冊子体のプログラムが作成されます。 

 8 月 21 日（土）の会議前に行われる市民講座「人類とウイルスの闘い：医学の挑戦」

では、インフルエンザだけではなく、現在猛威をふるっている口蹄疫について明石博

臣博士（東大院獣医微生物学）による講演が行われることになりました。 

 8 月 25 日（水）の国際シンポジムにも口蹄疫の演題が入り、国際的に活躍している第

一線の口蹄疫研究者 2 名、Bryan Charleston 博士（イギリス Pirbright 研究所）、Bill Golde

博士（アメリカ農務省研究所） が講演を行います。これに伴い、本シンポジウムの名

前は"Virus Epidemic: Influenza and Foot-and-Mouth Disease" となります。 
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 臨床医向けの特別セミナーが３つあります。8 月 24 日（火）に ”Progress of cancer 

immunotherapy”、25 日（水）に  ”Present state and future of biologics in autoimmune 

diseases I: Cytokines”、26 日（木）に  “Present state and future of biologics in 

autoimmune diseases II: Immune cells” が行われます。いずれも午後 2 時～4 時半まで

です。演者等の詳しい情報は ICI 2010 のウェブサイトをご覧下さい。 

 日本免疫学会、ヨーロッパ免疫連合（EFIS）、アジアオセアニア免疫連合（FIMSA）、

アメリカ免疫学会、中国免疫学会、韓国免疫学会、オーストラリア・ニュージーラン

ド免疫学会、カナダ免疫学会、フランス免疫学会、国際免疫連合（IUIS）教育委員会、

BD Japan などからトラベルバーサリーが若手研究者のために提供され、あわせて 600

人以上の若い人たちが公的な旅費援助を受けて ICI 2010 に出席します。これは素晴ら

しいことです！ 

 

次に、参加者の皆さんには下記のことにご注意下さい。 

 

1. 登録料支払いは、ICI 2010 ウェブサイトからオンラインで可能です。会議前の登録は

7月29日までで、後は会議場での受付となります。一般の方は45,000円、学生は15,000

円ですので、ご注意下さい。 

2. 登録料支払いを銀行送金でされる方は、必ず手数料をご自分で負担下さい。日本の銀

行の手数料は高いので、登録料の満額を送ったつもりが、かなりの額の手数料が途中

で引かれ、納入不足になっておられる方がしばしば見られます。登録料納入の際には、

事務局に上記の額が入金される必要がありますので、くれぐれもご注意下さい。 

3. 既に、一部のホテルでは予約が一杯となっています。特定のホテルに宿泊希望の場合

には、是非、早めにご予約下さい。ICI 2010 ウェブサイトからできます。 

4. 日本免疫学会員で、シンポ演者、座長、ワークショップ座長を担当される方々にお願

いします。ICI 2010 は日本免疫学会主催の会ですので、くれぐれも登録料の振込をよ

ろしくお願い致します。 

5. 上にも書きましたが、ワークショップは月～金までの 5 日間ですが、ポスターは月～

木の 4 日間です。従って、一部のポスターは所属ワークショップとは異なる日に掲示

していただくことになります。次ページにポスターセッションの日割りを示しますの

で、ご覧下さい。 
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ポスターの日割り：8 月 23 日（月） 
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8 月 24 日（火） 
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8 月 25 日（水） 
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8 月 26 日（木） 
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当面、以上ですが、皆様からも組織活動に関するニュースがありましたら、遠慮なく、事務局まで

お知らせください。  

 

阪大 ICI 2010事務局： 師井（もろい）悦子 

tel. 06-6879-3971, fax. 06-6879-3979 

e-mail: 2010ici@orgctl.med.osaka-u.ac.jp（lはエルです） 

 

コングレ ICI 2010 事務局：萩原政彦、豊田礼子 

Tel. 03-5216-5551, fax. 03-5216-3115 

e-mail: ici2010@congre.co.jp 

 

 

          （文責：2010 ICI組織委員会事務局長・宮坂昌之） 
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